
　
東
洋
大
学
社
会
学
部
社
会
福
祉
学
科

は
、
福
祉
の
現
場
を
リ
ー
ド
す
る
人
材
の

育
成
を
目
指
し
て
い
る
。
同
学
科
４
年
の

藤
井
明あ

理り

沙さ

さ
ん
は
、
社
会
福
祉
士
の
資

格
取
得
を
目
指
し
、同
学
科
に
入
学
し
た
。

　「
高
校
３
年
間
、ラ
ク
ビ
ー
部
の
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
を
務
め
ま
し
た
。
選
手
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
う
ち
に
、『
他
者
の
喜
び
は
、
自

分
の
喜
び
』
と
い
う
気
持
ち
が
芽
生
え
、

将
来
は
誰
か
を
支
え
る
仕
事
が
し
た
い
と

思
い
、
福
祉
の
仕
事
を
志
し
ま
し
た
」

　
同
学
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
徴
は
、

１
年
次
か
ら
少
人
数
制
の
演
習
を
設
置
し

て
い
る
こ
と
だ
。
１
年
次
は
、
文
献
調
査

や
レ
ポ
ー
ト
作
成
な
ど
、
大
学
の
学
び
の

基
礎
を
学
ぶ
「
社
会
福
祉
学
基
礎
演
習
」

を
履
修
。
こ
こ
で
は
、
社
会
福
祉
学
の
基

礎
理
論
も
身
に
つ
け
る
。

　
２
年
次
は
、
社
会
福
祉
士
に
必
要
と

な
る
相
談
援
助
の
基
礎
を
身
に
つ
け
る

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
入
門
演
習
」
を
履

修
。
学
生
は
、
相
談
者
・
支
援
者
役
に
分

か
れ
、
相
談
援
助
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
通

じ
て
、
傾
聴
・
受
容
な
ど
の
手
法
を
学
ぶ
。

　
ま
た
、
支
援
が
実
際
に
ど
の
よ
う
に
行

わ
れ
て
い
る
の
か
、
分
野
・
対
象
者
別
に
、

よ
り
具
体
的
に
学
ぶ
。
藤
井
さ
ん
が
履
修

し
た
加
山
弾だ

ん

教
授
の
「
地
域
福
祉
論
B
」

で
は
、
グ
ル
ー
プ
内
で
分
担
し
て
大
学
周

辺
の
社
会
資
源
を
調
べ
、
地
域
に
必
要
な

支
援
を
把
握
す
る
地
域
調
査
を
行
っ
た
。
　

　「
地
域
に
入
る
と
、
多
く
の
課
題
に
気

づ
け
る
た
め
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
実

践
的
に
学
べ
る
加
山
ゼ
ミ
に
入
り
た
い
と

考
え
ま
し
た
」

　　　
３
年
次
か
ら
は
ゼ
ミ
に
所
属
し
、
各
自

の
専
門
性
を
深
め
て
い
く
。
加
山
ゼ
ミ
で

は
、
貧
困
や
孤
立
、
排
除
な
ど
の
生
き
づ

ら
さ
に
対
す
る
福
祉
的
支
援
の
あ
り
方
を

実
践
的
に
学
び
、「
目
標
10

　人
や
国
の

不
平
等
を
な
く
そ
う
」
の
達
成
に
貢
献
す

る
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
（
＊
１
　
以
下
、
社

協
）
で
の
支
援
な
ど
、
４
分
野
（
＊
２
）

に
分
か
れ
て
行
う
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で

は
、
藤
井
さ
ん
は
、
社
協
が
運
営
支
援
す

る
子
ど
も
食
堂
で
、
小
・
中
学
生
の
学
習

支
援
な
ど
を
行
っ
た
（
目
標
１
・
３
）。

　「
子
ど
も
食
堂
に
は
、
塾
に
行
く
機
会

の
な
い
子
や
、
不
登
校
の
子
、
家
庭
で
十

分
な
食
事
を
得
ら
れ
な
い
子
な
ど
が
い
ま

す
。
そ
う
し
た
子
か
ら
、
将
来
に
つ
い
て

相
談
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
、
自
宅
や
学

校
と
は
別
の
居
場
所
と
な
る
『
サ
ー
ド
プ

レ
イ
ス
』
を
つ
く
る
必
要
性
を
学
び
ま
し

た
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
、
多
世
代
の
地
域

の
方
が
交
流
す
る
場
（
目
標
11
）
を
つ
く

り
た
い
と
考
え
、
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま

し
た
」（
写
真
）

　
３
年
生
の
多
く
は
、
社
会
福
祉
士
の
資

低
学
年
か
ら
実
践
を
意
識
し
た

少
人
数
の
演
習
で
学
び
合
う

大学の学び

この学びに
関する

SDGsの
目標

一
人
ひ
と
り
の
権
利
を
守
る
た
め
に
、

社
会
福
祉
分
野
で
の
実
践
力
を
身
に
つ
け
る

東
洋
大
学
　

社
会
学
部
　

社
会
福
祉
学
科
　
　 

加
山
ゼ
ミ

※プロフィールは 2021 年３月時点のものです。
＊１ 地域福祉の推進を図ることを目的とする公共性の高い民間の福祉団体。　＊２ ①社協が設置・運営する地域のサロン活動、②子ども食堂での学習支援、③若年性認知
症の本人・家族の交流会での支援、④社会福祉法人による農福連携（障害者が農業生産活動に携わる取り組み）での支援。

高
学
年
で
は
、
ゼ
ミ
や
実
習
で

福
祉
の
現
場
を
学
ぶ

この学びに関する
他のSDGsの目標

東
洋
大
学
大
学
院

社
会
福
祉
学
研
究
科

博
士
後
期
課
程
１
年

勝
又
健
太

か
つ
ま
た
・
け
ん
た

社
会
学
部
　

社
会
福
祉
学
科
４
年

藤
井
明
理
沙

ふ
じ
い
・
あ
り
さ

埼
玉
県
立
伊
奈
学
園
総
合
高
校
卒
業
。
卒
業
後
は
、
地
方

公
務
員
と
し
て
福
祉
関
連
業
務
に
携
わ
る
予
定
。

新
潟
県
立
長
岡
商
業
高
校
卒
業
。
東
北
福
祉
大
学
総
合
福

祉
学
部
社
会
福
祉
学
科
卒
業
。社
会
福
祉
協
議
会
に
勤
務
。

私
た
ち
が
紹
介
し
ま
す
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同
大
学
大
学
院
社
会
福
祉
学
研
究
科
博

士
後
期
課
程
１
年
の
社
会
人
学
生
・
勝
又

健
太
さ
ん
は
、
高
校
３
年
生
の
時
に
新
潟

県
中
越
地
震
を
経
験
。
復
興
に
向
け
て
助

け
合
う
地
域
の
取
り
組
み
を
目
の
当
た
り

に
し
、
社
会
福
祉
学
を
志
し
た
。
東
北
福

祉
大
学
卒
業
後
、
地
元
に
戻
り
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
勤
務
。
そ
こ
で

感
じ
た
の
は
、
地
域
で
孤
立
す
る
人
の
早

期
発
見
と
介
入
（
＊
４
）
の
重
要
性
だ
。

　
日
本
で
は
、
生
活
保
護
な
ど
の
社
会
福

祉
制
度
を
利
用
す
る
場
合
、
制
度
を
利
用

し
た
い
人
が
申
請
手
続
き
を
完
了
し
な
け

れ
ば
、
支
援
を
受
け
ら
れ
な
い
。
中
高
年

の
引
き
こ
も
り
問
題
や
ゴ
ミ
屋
敷
問
題
な

ど
の
当
事
者
は
支
援
を
拒
む
こ
と
が
少
な

く
な
く
、
そ
の
場
合
は
、
原
則
と
し
て
制

度
の
利
用
に
は
至
ら
な
い
。

　
そ
こ
で
、
勝
又
さ
ん
は
同
大
学
大
学
院

に
入
り
、
加
山
ゼ
ミ
で
、
地
域
か
ら
孤
立

し
た
人
の
権
利
擁
護
に
つ
い
て
学
び
（
目

標
３
）、
望
ま
し
い
介
入
の
あ
り
方
を
研

究
し
て
い
る
。
修
士
論
文
で
は
「『
自
発

的
に
支
援
を
求
め
な
い
住
民
』
の
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
（
＊
５
）
に
関
す
る
研
究
」（
図
）

を
テ
ー
マ
と
し
た
。
現
在
は
、
地
域
で
の

早
期
発
見
の
仕
組
み
を
構
築
中
だ
。

　「
専
門
職
の
支
援
に
加
え
て
、
地
域
で

緩
や
か
な
見
守
り
を
行
う
な
ど
、
重
層
的

な
支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ

と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
同
研
究
科
の
加
山
ゼ
ミ
に
は
、
勝
又
さ

ん
の
よ
う
に
、
福
祉
の
現
場
で
働
き
な
が

ら
学
ぶ
社
会
人
の
ほ
か
、留
学
生
も
多
い
。

　「
ゼ
ミ
の
仲
間
と
議
論
を
す
る
と
、
新

し
い
視
点
が
得
ら
れ
る
の
で
、
と
て
も
刺

激
を
受
け
ま
す
。
今
後
も
、
当
事
者
の
声

な
き
声
に
耳
を
傾
け
、
そ
れ
を
福
祉
の
現

場
へ
還
元
し
、
社
会
に
発
信
し
て
い
く
研

究
者
を
目
指
し
た
い
で
す
」（
勝
又
さ
ん
）

＊３ 地域のボランティアなどが主体となって、地域で孤立しがちな高齢者や障害者、子育て中の親子らを集め、仲間づくりや福祉的な活動を自主的に行う場。 ＊４ 
援助者が当事者に行う問題解決のための援助の総称。　＊５ 支援が必要な状態であるにもかかわらず、支援が届いていない人に対して、行政などが積極的に働きかけ
て情報・支援を届けるプロセス。

格
取
得
を
目
指
し
、
夏
季
休
業
中
の
１
か

月
間
、
福
祉
関
連
施
設
で
実
習
を
行
う
。

ゼ
ミ
活
動
に
お
け
る
子
ど
も
食
堂
で
の
地

域
支
援
に
関
心
を
持
っ
た
藤
井
さ
ん
は
、

社
協
で
行
わ
れ
る
サ
ロ
ン
活
動
（
＊
３
）

で
実
習
に
参
加
し
た
。

　「
実
習
を
通
じ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
す
る
人
と
触
れ
合
う
こ
と
で
、
サ
ロ
ン

活
動
は
、
支
援
者
に
と
っ
て
も
生
き
が
い

に
な
っ
て
い
る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
そ

の
経
験
か
ら
、
将
来
は
地
域
で
の
支
え
合

い
に
携
わ
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
」

　
２
０
２
０
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

で
子
ど
も
食
堂
に
訪
問
で
き
な
か
っ
た
藤

井
さ
ん
だ
が
、
子
ど
も
と
の
つ
な
が
り
を

継
続
し
た
い
と
考
え
作
成
し
た
「
東
洋
大

だ
よ
り
」
を
子
ど
も
に
配
り
、
読
ん
で
も

ら
っ
た
。
大
学
卒
業
後
は
、
公
務
員
の
福

祉
職
と
し
て
勤
務
予
定
だ
。

　
本
学
科
で
は
、
社
会
福
祉
の
現
場
で
活
躍

で
き
る
よ
う
な
実
践
力
を
鍛
え
る
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
組
ん
で
い
ま
す
。
実
践
力
の
う
ち
特

に
大
切
な
の
が
、多
様
な
価
値
観
を
受
容
し
、

様
々
な
他
者
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

る
力
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
福
祉
を
必
要
と
す

る
人
は
、乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
く
、

そ
れ
ぞ
れ
に
事
情
を
抱
え
て
お
り
、
接
す
る

際
に
は
個
別
の
配
慮
が
必
要
で
、
そ
れ
は
想

像
以
上
に
大
変
だ
か
ら
で
す
。

　
ま
た
、
福
祉
の
現
場
で
は
、
主
体
的
に
課

題
を
発
見
し
た
り
、
企
画
提
案
し
た
り
す
る

力
も
必
要
な
た
め
、
学
生
主
体
で
課
題
を
見

い
だ
し
、
企
画
・
運
営
を
す
る
よ
う
、
助
言

し
て
い
ま
す
。

　
卒
業
生
の
就
職
先
は
、福
祉
関
連
の
法
人

や
企
業
な
ど
と
一
般
企
業
の
割
合
が
半
々
で

す
が
、今
後
は
、よ
り
多
く
の
学
生
に
福
祉
職

に
目
を
向
け
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
福
祉
分
野
に
興
味
が
あ
る
高
校
生
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
り
、
書
籍
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
情
報
収
集
し
た
り
す
る
な

ど
、
ま
ず
は
身
近
な
社
会
福
祉
に
目
を
向
け

て
み
て
く
だ
さ
い
。

社
会
学
部

　

社
会
福
祉
学
科

　教
授

加
山 

弾

か
や
ま
・
だ
ん

多
様
な
価
値
観
を
受
け
入
れ
、

現
場
で
活
躍
す
る
人
材
に

孤立した住民へのアウトリーチ （援助プロ
セス）を提案

図

地域で孤立した人を早期発見し、どのように支援するか、地域連
携も含め、研究中。　　　　　　　　　※資料を基に編集部で作成。

援助プロセス

写真　加山教授からアドバイスを受けて、
藤井さんたちは子ども食堂でベトナム料理
を味わえるイベントを企画。地域の多世代
の人が集い、大盛況だった。

Ph1: 早期
発見・予防期 Ph2: 初動期 Ph3:

展開期前期
Ph4:

展開期後期
Ph5:フォロー
アップ期

生成されたカテゴリ
住民との

関係づくり

本人を取り巻く生
活環境の情報収集

予防的支援

支援が動く
タイミング
を逃さず

集中的介入

支援の
出口の
拡充 ニーズの

再発見
機能適切な

機関への
丁寧な
つなぎ

伴走支援

拒否状態の緩和
に向けた働きかけ

見守りネット
ワークの構築

持ちつ持たれ
つによる関係
機関との連携

体制

信頼できる相手と
受け入れてもらう
ための関係づくり

（
終
結
）

学
び
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

地
域
で
孤
立
す
る
人
の

権
利
擁
護
に
つ
い
て
学
ぶ
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